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［教育プログラムの概要］ 
 

帯広畜産大学大学院畜産学研究科の畜産衛生学専攻は、平成14年〜18年度の「２１世紀COE（生命科

学）」を基盤とした「食の安全確保」に係る基礎・応用研究を推進してきた教員を中心として、「食の安全」に

関わる高度な人材育成を目的として、平成16年4月に畜産衛生学独立専攻（修士課程）が、さらに平成18

年4月に博士後期課程が設置され、平成20年度に我が国で初めての15名の「博士（畜産衛生学）」を輩出

する予定である。本専攻は、帯広畜産大学の教育研究の理念である「動植物性蛋白質資源の生産向上と

食の安全確保」、「畜産衛生学分野に特化した専門店単科大学を志向」、そして「食品安全科学分野の高

度専門職業人養成による社学連携」の３本柱による社会貢献を強力に推進するために、全学挙げて構築し

た人材育成体制である。我が国では、これまで獣医学系と畜産学系の融合が難しかったために達成できな

かった「食の安全確保」に関わる実質化した教育体制を、本学では獣医学と畜産学教員からなる「農場から

食卓まで」を横断的に網羅する国際レベルの専門家チームによって、すでに実現化した。 

今日、食のグローバル化は急速に進展しており、食の安全確保のためには「国際標準」に基づいた迅速

な対応が求められているが、スピーディーに変化する国際状況を掌握・理解し、対応できる人材育成が十

分ではないのが実情である。具体的には、食の安全確保のための国際標準化の方向付けや作業に貢献

できる人材、国際標準化へ迅速に対応しわが国の水際で活躍できる高度な実務リーダー、さらに、途上国

における食の安全確保のための国際標準を教育、普及する人材の育成が急務となっている。 

ここで用いられる「国際標準」とは、「食の安全性確保」のために国際社会において求められる標準的科

学技術水準、制度的水準と定義される。具体的には、農場から食卓までの「食の安全性確保」のための標

準的な「リスク分析」に基づく家畜・食品の衛生管理技術（HACCP、トレーサビリティ等）、国際的規制（SPS

協定等）を内容とするが、必ずしも教育内容として国際標準が確立しているわけではなく、本教育プログラ

ムによって国際的に通用する標準的な教育内容の構築を図る。 

本教育プログラムの目的は、畜産衛生学専攻におけるこれまでの実質化した教育を、「食の安全確保」

のための「国際標準」に適切かつ迅速に対応できる人材を育成する教育に発展的に改革することである。 

博士前期課程におけるプログラムは、畜産衛生学専攻のこれまでの「農場から食卓まで」を横断的に学

ぶ教育カリキュラムの中から、食の安全確保のために国際標準化が必要とされる講義・実習科目を選定

し、教育内容の国際標準化を図ることを内容とする。この科目群については、日本人学生が科目内容を英

語によって理解することを目的とし、高い教育効果を得るため、英語で記述された国際標準に対応したテキ

ストの作成と、講義内容の理解を助けるサブ・テキスト（英語キーワード集など）を作成する。特に、教育内

容の国際標準化にあたっては、海外連携拠点大学やその他、食の安全確保の教育を推進している海外の

大学等において積極的な情報収集を図り、これら大学と連携して標準化の内容を構築する。 

博士後期課程におけるプログラムは、「食の安全確保」に係る国際標準の理解を踏まえ、新たな標準化

への対応や標準化された内容の教育、普及の能力を身につけるための国際水準教育に移行することを内

容とする。「食の安全確保」に係る教育・普及に必要なコミュニケーション能力を養うディベートを中心とした

講義の新設、英語による実習の教育実践、「食の安全確保」に係る国際標準の視点でカリキュラム化され

た海外講師による対話型特別講義、国際ワークショップの運営による国際的企画力の養成などからなる。 

さらにこの教育改革において、本学の語学教員を中心として構成される英語支援センター（English 

Resource Center：ERC）を設置し、本教育プログラムにおける、「食の安全確保」のための国際標準に対応

する英語による教育の実施のための、担当教員のFDを含めた支援を行う。 

本教育プログラムを実施することによって、急速に変化する食の安全に関する国際状況を的確に把握・

理解し、食の安全確保のための「国際標準」に適切かつ迅速に対応できる人材育成を目指す。 
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食の安全性確保の国際標準化による実践教育 

（畜産衛生学専攻） 

 

 

 

・バイリンガルによる資料と講義・バイリンガルによる資料と講義・英語による講義

・英語のテキスト編集

・サブテキストの作成

・英語による「畜産衛生コア実習」

・英語による講義

・英語のテキスト編集

・サブテキストの作成

・英語による「畜産衛生コア実習」

「国際標準」対応教育 （前期課程）

食の安全性確保の国際標準化と実践的人材の輩出

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

生産 加工 流通 小売・外食

国際標準コア科目（１０単位）国際標準コア科目（１０単位）

畜産衛生環境・制度畜産衛生環境・制度家畜生産衛生家畜生産衛生 食品衛生食品衛生 畜産リスク分析畜産リスク分析

選択科目・実習（１６単位）選択科目・実習（１６単位）

・カリキュラム化された「特別講義」

（EUの食の安全確保の動向等）

・国際ワークショップのコーディネート

・インターンシップ演習

・プレゼンテーション演習

・カリキュラム化された「特別講義」

（EUの食の安全確保の動向等）

・国際ワークショップのコーディネート

・インターンシップ演習

・プレゼンテーション演習

博士論文作成博士論文作成

・「食の安全確保」のための英語による

コミュニケーション講義

・「畜産衛生コア実習」の教育実践（英語）

・「食の安全確保」のための英語による

コミュニケーション講義

・「畜産衛生コア実習」の教育実践（英語）

食卓食卓農場農場

課題研究（４単位）課題研究（４単位）

～サポート～～サポート～
英語支援センター英語支援センター

（（ERCERC））

＜新規＞ ＜既存＞

＜新規＞

・特論 （ex; 家畜生産衛生学特論、

病原微生物学特論、衛生動物学特論）

・特論 （ex; 家畜生産衛生学特論、

病原微生物学特論、衛生動物学特論）

＜既存＞

国際専門スキル科目（２単位）国際専門スキル科目（２単位）

国際実践科目（１２単位）国際実践科目（１２単位）

＜改編＞

「国際標準」の普及・教育・対応能力開発教育 （後期課程）

専門科目（６単位）専門科目（６単位）

・帯広畜産大学・帯広畜産大学 ((日本日本))
・ミュンヘン大学 (ドイツ)
・ベルン大学 (スイス)
・テキサスA&M大学（アメリカ）
・フエ大学 (ベトナム)
・デラサール大学 (フィリピン)
・マヒドン大学 (タイ)

海外拠点との連携による食の安全性確保の

国際標準作成と人材の育成
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＜採択理由＞ 

 

大学院教育の実質化の面では、「食の安全」に関わる高度な人材という社会のニーズに対

応した人材養成目的が明確に掲げられている。更に、年４セメスター制や講義と実習を一体

化した総合型授業を用いた先進的なシステムを採用するなど、体系的な教育課程を編成して

いる点は評価できる。 

教育プログラムの内容では、「『国際畜産衛生学』を構築し、国際標準を理解し、トレー

ニングを受けた高度で実践的な人材育成」という目的を具現化するため、英語支援センター

の設置や国際標準化された英語教科書作成の取組が計画されている点は高く評価できる。た

だし、英語力の強化に留まらず、食の安全確保の専門家の養成システムとして、より一層コ

ースワークの内容を具体化し、充実させることが求められる。 

これまでの、21世紀ＣＯＥプログラム、「魅力ある大学院教育」イニシアティブ等の実績か

ら見ても、また本教育プログラムの大学の中での位置付けが明確にされ、全学的な支援が計

画されている点から見ても、実現性と今後の発展が大いに期待できる。 

 


